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論文内容の要旨










ロイル基を有する 1-ethoxyvinyl 2・furoate を用いることで、これらの問題点全てを解決する簡便で効率的な不斉四級
炭素の新規構築法を開発した。
著者はこの方法を応用して創薬リード化合物の効率的不斉合成法の確立、及び、分子内 [4十 2J 環化付加反応によ
るアプローチで fredericamycin A及びその類縁体の不斉合成を達成することを目的として本研究を行い、以下の成果
を得た。






3) 酵素触媒不斉非対称化反応により得られた 96%ee の非対称化化合物から fredericamycin A の ABCDE 環アナロ
グ、の両エナンチオマーの合成鍵中間体を得、天然型配置の ABCDE 環アナログの不斉全合成に成功した。
4) 上記 1) 3) の知見のもと、対称性ジオールに 1-ethoxyvinyl 2-furoate を用いる酵素触媒不斉非対称化反応と速
度論的光学分割を組み合わせて不斉四級炭素を有する合成鍵中間体 (95%ee) を得、その後の誘導でラセミ化す








れた 96%ee の非対称化化合物を誘導し、天然型配置の fredericamycin A の ABCDE 環アナログの不斉全合成を達成
すると共に、この方法を応用し、 fredericamycin A の全炭素骨格を有する前駆体を合成することに成功した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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